【研究発表要旨の送付方法と研究発表要旨の書き方】

Ⅰ　研究発表要旨の送付方法

　発表要旨は隔年会議実行委員会事務局宛にメールに添付して送るか，または郵送してください．郵送する場合には要旨原稿を保存したフロッピーディスクとともにプリントアウト１部を送ってください．

Ⅱ　研究発表要旨の書き方

　実行委員会事務局は，受け取った発表要旨をそのまま日本生物教育学会編集委員会に送り，学会誌「生物教育」に掲載してもらいます．以下の指示に従っていない要旨は，掲載されないかあるいは不完全な形で掲載されることがありますので，ご注意ください．

１．用紙のサイズ

用紙の設定はA4サイズにしてください．

英文要旨を上段に，和文要旨を下段にして，１ページに収めてください．英文要旨と和文要旨の間は２行開けてください．

２．使用できるソフト

使用できるソフトは，MS-Wordあるいは一太郎です．これ以外のソフトは使用しないでください．

３．マージン（余白）と一行の文字数と行数

（1） ページ設定で余白を上下各42 mm，左右各37 mm取ってください．一行の文字数を全角40文字に設定してください．

（2） 同様に，一ページの行数を43行に設定してください．

４．英文要旨

（1） 使用するフォントはTimesまたはTimes New Romanです．

（2） 表題は12ポイントの太字（ボールド）にし，中央揃にしてください．

（3） 著者名と著者の所属は10ポイントで中央揃．著者の所属のみ斜体（イタリック）にしてください．

（4） 本文は10ポイントで両端揃にしてください．

（5） キーワードも10ポイントで両端揃．斜体にしてください．

５．和文要旨

（1） 使用するフォントはMS明朝または平成明朝で半角文字はCenturyです．

（2） 表題は12ポイントの太字（ボールド）にし，中央揃にしてください．

（3） 著者名と著者の所属は10ポイントで中央揃にしてください．

（4） 本文とキーワードは10ポイントで両端揃にしてください．
― 英文要旨と和文要旨の見本は次ページにあります ―

An improved method for extraction and separation of 

photosynthetic pigments

Nobuyasu Katayama1), Yasuhiro Kanaizuka2), Rini Sudarmi1), Yasutsugu Yokohama3)
1,) Tokyo Gakugei University, 2) Ochiai Junior High School, 3) Shizugawa Nature Center
The method for extracting and separating hydrophobic photosynthetic pigments proposed by Katayama et al. (Jpn. J. Phycol. 42: 71-77, 1994) was improved to introduce it to students’ laboratories at the senior high school level. Silica-gel powder was used for removing water from fresh materials prior to extracting pigments by a mixture of organic solvents which was also used for chromatographic separation of the pigments. A small size of silica-gel thin-layer plate or a paper strip was used for separating the pigments. The improved method is applicable to all kinds of plant materials, easier than any other method and can lead more successful results in separating these pigments by both thin-layer chromatography and paper chromatography. The laboratory exercise using this method seems to be appropriate for senior high school biology classes to allow students to understand the diversity, systematics and evolution of plants. The method has been carried out in students’ laboratories in some senior high schools in Japan, and the results indicate that this laboratory exercise is effective in teaching these topics as well as in teaching photosynthesis.
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改良した光合成色素の抽出と分離方法

片山舒康1), 金井塚恭裕2), Rini Sudarmi1), 横浜康継3)
1,) 東京学芸大学, 2) 新宿区立落合中学校, 3) 南三陸町自然環境活用センター
片山他（藻類42: 71-77, 1994）による光合成色素の抽出と分離法を，高校の生徒実験に導入するために改良した．改良した方法では，あらかじめシリカゲル粉末とともに磨砕した試料から，色素の分離に用いるクロマト用展開溶媒混液（石油エーテル：アセトン＝7：3）で色素を抽出する．光合成色素の分離には1×10 cmの短冊形に切ったシリカゲル薄層プレートあるいはクロマト用ろ紙を使用する．この改良した方法は，どのような植物材料にも用いることができ，これまでのどの方法よりも簡単に良好な色素の分離結果を得ることができる．この方法を用いた実験は，高校生物の授業に適しており，生徒に植物の多様性や系統や進化を理解させるのに役立つと思われる．実際，この方法をいくつかの高校の生徒実験として試行した．その結果，この実験は光合成の授業だけでなく植物の多様性や系統や進化の授業にも効果的であることが示唆された．
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